
自己評価 成果(○)と課題(▲)及び分析(⇒) 改善策(☛)・最終評価での目標数値

生徒 学校は楽しい。 95% a 4

保護者 お子さんは，「楽しそうに学校に行っている」と思いますか。 97% a 4

生徒 困っている友だちがいたら、助けてあげようとしている。 98% a 4

生徒 自分にはよいところがある。 77% c 2

保護者 学校は、親切・思いやりの心を育てようとしていると思いますか。 98% a 4

生徒 学校のきまりを守って、生活している。 92% a 4

教員
生徒が学校のきまりを守り、安全に生活できるよう指導してい
る。 91% a 4

生徒 みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがある。 95% a 4
学校は、いじめのない学校づくりに積極的に取り組んでいると
思いますか。 95% a 4
先生は，子ども達のことをよく理解しようとしていると思います
か。 100% a 4
生徒同士のよりよい人間関係づくり(いじめ・不登校の未然防止)
に努めている。 100% a 4

生徒の小さな変化に気づいたときは、すぐ行動している。 91% a 4

保護者 学校は、生徒の安全を守るために努力していると思いますか。 95% a 4

教員 定期的に危機管理マニュアルを読んで、確認している。 64% d 1
3.6

自己評価 成果(○)と課題(▲)及び分析(⇒) 改善策(☛)・最終評価での目標数値

授業の内容はよくわかる。 86% b 3

失敗してもあきらめずに、粘り強く取り組もうとしている。 79% c 2

保護者 お子さんは，授業(勉強)の内容がよくわかると感じていますか。 69% d 1
個々の習熟の状況に応じて、補充的・発展的な指導を行ってい
る。 57% d 1
分かりやすい授業となるよう、ＩＣＴ機器(モニター・タブレット等)
を積極的に活用している。 57% d 1

生徒
授業では、学び合い（対話）によって、自分の考えが深まってい
る。 86% b 3

教員
言語活動を重視し、生徒に説明・対話させる授業への改善をす
すめている。 71% c 2

生徒
毎日、家庭学習の目標時間を守って取り組んでいる。
（１年６０分、２年７０分、３年８０分） 43% d 1

保護者
お子さんが家庭学習に取り組む姿は，十分だと感じています
か。 52% d 1

教員 普段の家庭学習の量や質が改善するように指導している。 83% b 3

生徒
五定点を守って生活している。
（起床・朝昼夕食・就寝の時刻） 74% c 2

保護者 お子さんは，早寝・早起きをしていますか。 52% d 3

教員
五定点を守った生活となるよう指導している。
（起床・朝昼夕食・就寝の時刻） 83% b 3

生徒 家で、インターネットは１日にどれくらい使っていますか。
（Ａ:30分未満　Ｂ:30分～１時間未満　Ｃ:１時間～２時間未満　Ｄ:２時間以上） 29% d 1

保護者
お子さんと、インターネットの使用についてのルールを決めてい
ますか。 74% c 2

教員 ネット利用のきまりを守るよう指導している。 100% a 4

生徒 先生はがんばったことをほめたり、認めたりしてくれる。 92% a 4

保護者 お子さんと、ご家庭で勉強や進路のことを話しますか。 77% c 2
2.2

学校関係者評価委員会用

＜視点１＞【子供たちが安全・安心に学べる学校】
アンケート結果（赤字…着目した数値）

A

○生徒：「学校は楽しい」、「困っている友だちを助けてあ
げようとしている」と回答する割合が高い。
⇒道徳の重点課題である「相互理解・寛容」が改善され
ている。

▲生徒：「自分にはよいところがある」の割合が８割に満た
ない。
⇒認められる場、活躍する場が不足しているのではない
か。また、生徒自らが「主体的に」という点が不足している
のではないか。

【目標数値:生徒「自分にはよいところがある」９０％】
☛生徒の主体的活動への改善
　・生徒会活動や学校行事で、生徒の活躍の場の充実を
図る。
　・生徒自らが関わり、「できた」「やれた」が感じられるよう
にする。
　（友達同士が評価をする場面の設定・自己肯定感を育
むGWTやSGE等の活用）

○どの項目も肯定的回答の割合が高い。
○保護者：「先生は、子どもたちの事をよく理解しようとし
ている」が１００％である。
⇒今後も、生徒理解に関する迅速な情報共有を図り、取
組をすすめていく。

○保護者：「学校が生徒の安全のために努力している」と
感じている。
▲教員：危機管理マニュアルを読んでの確認が不十分。
⇒校内研修を通して、定期に事前の危機管理の大切さ
や、実際起こったことを想定した具体的対応について確
認する。

保護者

教員

生徒

D

○生徒：「授業の内容はよくわかる」の数値が向上してい
る。
▲保護者：「お子さんは，授業(勉強)の内容がよくわかる
と感じていますか。」の肯定的回答割合が下がっている。
▲教師：３つの設問「補充的・発展的指導」「ＩＣＴ機器の
積極的な活用」「生徒に説明・対話させる授業への改善」
に取り組んでいると回答した割合がいずれも十分でな
い。
⇒学校研究に十分取り組めない理由を明らかにし、学力
向上に向けた取組を改善し、確かな共通実践をすすめ
る必要がある。

アンケート結果（赤字…着目した数値）

【目標数値：保護者「お子さんは，授業(勉強)の内容がよ
くわかると感じていますか。」８０％】
☛学力向上への取組改善
　・生徒に説明・対話させる授業に向けた取組を改善し
共通実践する。
　・補充的・発展的指導の具体的な取組内容を共有し、
取組をすすめる。
　・GIGAスクール構想の実現に向け、授業でタブレットの
積極的な活用をすすめる。

教員

▲生徒：「毎日、家庭学習の目標時間を守って取り組ん
でいる。」割合が半数以下である。
▲保護者：「お子さんが家庭学習に取り組む姿は，十分
だと感じている。」割合が約半数で、数値が下がってい
る。
▲保護者：「お子さんは，早寝・早起きをしていますか。」
の肯定的回答の割合が約半数で、数値が下がってい
る。
⇒学習基盤改善に向けた取組（家庭学習・家庭生活リズ
ム）の取組がいずれも不十分である。

【目標数値:生徒「毎日、家庭学習の目標時間を守って取
り組んでいる。」７０％】
【目標数値：保護者「お子さんが家庭学習に取り組む姿
は，十分だと感じている。」７０％】
☛家庭学習の取組の見直し
　・現在の取組の不十分さの原因を明らかにし、具体的
な改善策を共通実践する。

▲生徒：家で、インターネットを１日に１時間以上使用す
る割合が2約７割もいる。
▲保護者：「お子さんと、インターネットの使用についての
ルールを決めている。」割合が約３/４で、数値が下がっ
ている。
⇒家庭でのネット使用のルールが曖昧な家庭が多いの
ではないか。

【目標数値：保護者「お子さんと、インターネットの使用に
ついてのルールを決めていますか。」９０％】
☛ネット使用のルールづくり
　・生徒：長時間のネット使用による弊害を学ぶ機会を増
やす。
　・保護者：家庭でのネット使用のルールを決めてもらえ
るよう取組をすすめる。
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＜視点２＞【生徒の確かな学びを保障する学校】



自己評価 成果(○)と課題(▲)及び分析(⇒) 改善策(☛)・最終評価での目標数値

教員 本校の教育目標を具現化して、教育活動に取り組んでいる。 100% a 4

教員 ＰＤＣＡサイクルを回した業務となるように努めている。 82% b 3

教員 自ら教師としての力量が高まるよう努めている。 91% a 4

教員 業務の効率化をすすめ、午後８時までに退校している。 64% d 1
3.0

自己評価 成果(○)と課題(▲)及び分析(⇒) 改善策(☛)・最終評価での目標数値

生徒 地域の人に、自分からすすんであいさつをしている。 92% a 4

保護者 お子さんは，すすんで挨拶ができていると思いますか。 82% b 3

地域の人・もの・ことから、いろいろなことを学んでいる。 74% c 2

地域の行事には進んで参加している。 51% d 1

お子さんは，地域のよさや大切さを感じていると思いますか。 82% b 3

学校は，地域と連携した体験活動にすすんで取り組んでいると
思いますか。 89% b 3

教員 まちの先生を積極的に活用している。 50% d 1

学校は、保護者との連絡を密にしていると思いますか。 89% b 3

学校からの各種便りやホームページでの情報発信は，十分で
すか。 97% a 4

教員 地域・保護者へ、積極的に情報発信を行っている。 64% d 1
2.5

【目標数値:教員「業務の効率化をすすめ、午後８時まで
に退校している。」100％】
☛業務の平準化
　・午後８時までに退校できない原因を共有し、業務の平
準化に向けた具体的な対応をすすめる。

アンケート結果（赤字…着目した数値）

B

○教員：教育目標を具現化して教育活動に取り組んでい
る。
▲教員：午後８時までに退校できていない。
⇒午後８時までに退校できない原因を確認し、改善を図
る必要がある。

○保護者：「学校からの各種便りやホームページでの情
報発信は，十分である。」と感じている。
▲教員：「地域・保護者へ、積極的に情報発信を行って
いる。」割合が約２/３である。
⇒学校ホームページや学級通信等多様な手段で、掲載
すべき情報を積極的に提案しアップする。

＜視点４＞【地域社会の一員として信頼される学校】

アンケート結果（赤字…着目した数値）

C

○生徒：「地域の人に、自分からすすんであいさつしてい
る。」割合が高い。
⇒今後も挨拶することのよさ・大切さを指導していく。

【目標数値:生　徒「地域の人・もの・ことから、いろいろな
ことを学んでいる」９０％】
【目標数値：教員「まちの先生を積極的に活用している」
１００％】
☛まちの先生の活用
　・海洋教育等、２学期以降の計画を見直し、まちの先生
を活用した取組をすすめる。生徒

○保護者：「学校は、地域と連携した体験学習にすすん
で取り組んでいる。」と感じている保護者が約９割である。
▲生徒：「地域の人・もの・ことから、いろいろなことを学ん
でいる。」と感じる生徒が約３/４である。
⇒学校として、まちの先生を計画的に活用できていない
のではないか。

保護者

保護者

＜視点３＞【職員が協働し高めあい確かな指導力を育成する学校】

【保護者から】
・不満はありません。可能であれば、地域のことをもっと学べるとうれしいです。（１年）
・どんな子にもよいところはあると思うので、笑顔で名前を呼んでいいところを見つけてあげてほしい。クラスで必要とされるように、何か小さなことでも頼んでさせてほしい。私も先生に頼まれて嬉
しかったことを覚えています。（１年）
・最近、イノシシや熊の出没により登下校中の安全面に不安があるので、学校から家が遠い生徒の、スクールバス利用についてきちんと考えてほしい。（１・２年）
・部活動の予定を知るため、ホームページの更新を早めに出していただければ助かります。（２年）
・ノートの整理の仕方や勉強の仕方がわからないようです。漢字が苦手なので、漢字検定合格に向けて親子で頑張ろうと話しているところです。（２年）
・プリントがすぐ届かないことが多い。部活動の連絡をメール添付で送って下さるのはありがたい。（２年）
・娘のことは温かく見守っています。今のままでよいです。ありがとうございます。（２年）
・制服に中間服（ベストやカーディガン等）があると良かったと思います。冬もスノーブーツだけでなく、長靴も選べるとよい。（３年）
・ホームページがこまめに更新されていて、学校の様子がよくわかります。これからも家で学校の話題作りになっています。学校の雰囲気がよくなっていると子どもが言っていますし、私も感じて
います。（３年）

５%以上増えている ５%以上減っている
１０%以上増えている １０％以上減っている ※令和２年度後期との比較

≪アンケート集計から自己評価までの流れ≫

① アンケート結果から、各項目をa～dの４段階に評価する
「そう思う」＋「だいたいそう思う」が９０％以上 ⇒a
「そう思う」＋「だいたいそう思う」が８０％以上 ⇒b
「そう思う」＋「だいたいそう思う」が７０％以上 ⇒ｃ

「そう思う」＋「だいたいそう思う」が７０％未満 ⇒ｄ
② ①の４段階の評価を、a＝４ b＝３ c＝２ d＝１とし、
平均を出す

③ 以下の基準で平均値から自己評価を行う

平均が３．５以上 ⇒A      
平均が３．０～３．４ ⇒B
平均が２．３～２．９ ⇒C
平均が２．３未満 ⇒D


